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里浦・川東地区ハザードマップ



大塚製薬工場のBCP概要

製品の 
安定供給

生命の 
安全確保

製品在庫の
積増と原材料
の確保

物流手段 
の確保

企業資産 
の保全



BCMを運用しているが、 
本社・工場の近隣に多く 
住む従業員等に家族での 
防災対策を推進してほしい
→速やかな復旧戦略の実現

【企業が抱えていた課題】



災害時の初動対応体制の
強化に地域住民・行政を
巻き込んで取り組む

→迅速な初動対応を可能とする 
　体制づくり

【課題解決への取り組み】



NOP工場の屋上を津波一時
避難場所として提供。避難
スペース、階段の手すり、
停電時点灯LEDライトなど
を整備

平成24年10月に災害時応急
対策の協力として、調達可
能な物資の供給や津波一時
避難場所への施設提供等の
防災協定を締結

大塚製薬工場と鳴門市との取り組み



地域自主防災組織と産官学の連携
【津波避難訓練の実施運営】 

川東地区自主防災会 

「家具転倒防止モデルハウス」にて 
平成26年度防災まちづくり大賞受賞

【津波避難訓練の実施運営】 
里浦町自主防災会連合会 

婦人会・小学校と連携した総合防災 
訓練を毎年実施している

【避難場所提供・訓練運営支援】 
株式会社大塚製薬工場 

BCPを経営戦略として取り組み、地域
貢献活動にも積極的に取り組む

【訓練ノウハウ提供・運営支援】 
徳島大学環境防災研究センター 

地域防災力向上方策の研究、BCP 
策定・運用支援の実施

【総合的な連絡調整・広報】 
鳴門市　危機管理課 

地域の防災力向上支援、自主防災組織
への指導・支援、施策の実施



大塚製薬工場と地域自主防災会の 
連携訓練実施（第1回）

雨の中、多くの人が参加 解錠方法を熱心に聞く住民

防災備品の説明 企業提供の参加賞



【良かった点】 

・雨天にもかかわらず多数の参加者 
・家族連れ、高齢者も多数参加 
・避難経路に対する住民理解の向上 
・企業の受入れに対する住民理解の向上 
・行政・企業・住民での連携訓練実施 
・マスコミ等での広報効果

【良くなかった点】 

・訓練の設定や趣旨が理解されていない
ところがあった 
・実際の災害時への対応とは異なる訓練
であった 
・アンケートや振りかえりをしておら
ず、次回の取り組みへの反映ができてい

【今後の課題】 

・地域の被害想定を住民に広く知ってもらう必要がある 
・実際の災害時に、住民がどう動くのかを考えておく必要がある 
・行政・企業・住民の役割分担（責任の範囲）を明確にしておく必要がある 
・まずは上記について、訓練を中心としたPDCAサイクルを構築→計画に基づき運用

大塚製薬工場と地域自主防災会の 
連携訓練実施（第1回）



課題への対応の検討
【地域の初動対応での最優先課題】 
地域住民の生命と安全の確保 

↓ 
適切な役割分担と行動が求められる 
（命を守る行動と30分以内の避難）

住民のリスクへの 
理解とそれぞれが 

どのような役割と行動を
するのかを明確にする 

ことが不可欠

適切な役割分担と行動を 
実現するためには、 

「災害時アクションカード」
とそれを活用した訓練の 
実施が有効である



30分間で住民自らが避難を完了させ、安全を確保する
MISSION

　　家・災害時アクションカード
　　家では　　　　　　　　分以内に に避難します。

第1候補 

（徒歩　　分）

【避難完了までのアクション】 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□

【避難場所に持っていくもの】 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□

氏名 続柄 所属先 TEL/! 避難先 TEL/!

※第1候補が使用できない場合は、第2候補　　　　　　　　　　　へ避難

家族の連絡先・避難場所



災害時アクションカードとは

•災害時の行動を促し、判断
を導く、活動の事前指示書 

•保持した人が行う具体的な
行動を列挙 

•「使う」ことを考えて作成
し、訓練等で実際に使って
改善をする

参考：「アクションカードで減災対策　中島　康」



訓練中心の 
PDCAサイクル

鳴門市里浦・川東地区の
地震・津波リスクの現状

必要な事前準備と 
避難行動を検討

訓練実施 
検討した行動等の　
実行可能性の確認

振りかえり 
課題・改善点 
の抽出

訓練企画 
改善等を確認するた
めの訓練企画の検討

ワークショップによる家庭版 
災害時アクションカードの作成

アンケートによる 
振りかえりと改善

作成した家庭版災害時 
アクションカードを 
活用した訓練

是正・改善 
課題・改善点への 
対応の実施



ワークショップの実施

最初に自主防災組織を対象に 婦人会対象のワークショップ

避難場所・手順などを議論 新聞に掲載されて意識↑



訓練の企画・広報



津波避難訓練の実施（第2回）

各地域ごとに受付 「ペットはどうすればいいの？」 避難する屋上を確認

非常用トイレの説明 今回からアンケートを実施 最後には参加賞も



アンケートの実施（第2回）

80歳以上
9%

70代
37%

60代
32%

50代
5%

40代
7%

30代
3%12歳以下

8%

参加者の年齢構成（n=92）

• 13歳以上と20代の参加が０! 

• 60代以上で約80％の参加者 

• 参加が少ない世代をどのよう
に巻き込むかが課題



ご近所さんと
20%

友人と
6%

家族と
33%

ひとりで
41%

訓練にだれと参加したか？（n=51）

• ひとりでの参加が41％ 

• 互いに声を掛け合っての参加
は少数派 

• 声を掛け合っての避難をどう
増やしていくかが課題

アンケートの実施（第2回）



訓練への持参物（n=51）複数回答

• チラシ等の周知により、非常用持ち出し袋、水・食料、
貴重品など発災時をイメージした持参物があった。 

• 備蓄品の見直しなども今後の課題

非常用持ち出し袋

水・食料

貴重品

軍手

アクションカード

ヘルメット
0% 15% 30% 45% 60%

4%

4%

39%

39%

43%

59%

アンケートの実施（第2回）



鳴門市第二中学校との連携

1. 避難訓練のマンネリ化 

2. 参加者の固定化（高齢者中心） 

3. 自主防災組織の高齢化

過去２回の訓練を検証

次世代の防災リーダーである 

中学生の新しい感覚を取り入れる



ワークショップの実施
「避難訓練に参加する若者を増やすにはどうすれば 
よいか？」をテーマに、自主防災会メンバーと中学生
が一緒にアイデアを出し合って、意見交換を実施

中学生と自主防災会メンバーが一緒に意見交換



ワークショップの結果 
（中学生の意見）

SNS（Twitter、LINE）の活用、学校で手紙・チラシ配布等

１．周知方法

大塚製薬製品（カロリーメイト）などの提供

２．参加賞

ビンゴ大会、炊き出し、避難訓練のゲーム化

４．イベント

芸能人やヴォルティスの選手をキャスティングする

３．集客策



実現可能性を検討した結果

鳴門市子どもいきいき課LINEアカウントを利用した周知

１．周知方法

大塚製薬製品（カロリーメイト、OS1）などの提供

２．参加賞

ヴォルティスグッズ抽選会の実施（鳴門市ヴォルティス支援室）

４．イベント

徳島ヴォルティスマスコット ヴォルタくん・ティスちゃん

３．集客策



津波避難訓練の実施（第3回）

ヴォルティスグッズ抽選会

ヴォルティス支援室提供

参加賞もあります

中学生もお手伝い

ヴォルタくん・ティスちゃん

避難者を迎えるヴォルタくん



アンケートの実施（第3回）

80歳以上
7%

70代
19%

60代
23%

50代
7%

40代
4%

30代
10%

20代
1%

13歳以上
18%

12歳以下
12%

参加者の年齢構成（n=199）

• 10代の参加者が8％→30％ 

• 60代以上は80％→約50％ 

• 20代の参加が特に少ない



ご近所さんと
8%

友人と
6%

家族と
34%

ひとりで
52%

訓練にだれと参加したか？（n=93）

• ひとりでの参加が41％→52％ 

• 互いに声を掛け合っての参加
は依然として少数派 

• 声を掛け合っての避難をどう
増やしていくかが課題

アンケートの実施（第3回）



訓練への持参物（n=93）複数回答

• 発災時に必要なものを持参した参加者が全体的に少ない 

• 訓練趣旨の広報や役割分担が今後の課題

非常用持ち出し袋

水・食料

貴重品

救急セット

アクションカード

ヘルメット
0% 10% 20% 30% 40%

8%

2%

5%

36%

36%

30%

アンケートの実施（第3回）　



まとめ
• 地域、行政、企業、中学校が連携した避難訓練の実施
により、新たな課題やその改善に取り組む事ができた 

• 地域の防災活動にいかに幅広い世代を巻き込んでいく
かは、将来の地域の防災力を決定していく大きな要素
となり得る 

• 継続していく仕組みをデザインしていくことが求められ
ている



Q0.自宅にどんなリスクがあるか
知っていますか？

・リスクを知るために有効なハザードマップ 
　災害が発生した場合に、災害現象により影響が及ぶと想定され
る区域及び避難に関する情報を地図にまとめたものであり、平常
時からの住民意識の啓発と、災害時における円滑な避難行動の促
進によって人的被害の軽減を図ることが主な目的とされている。 



国土交通省ハザードマップポータルサイト

出典：国土交通省ハザードマップポータルサイト



徳島県総合地図提供システム

https://maps.pref.tokushima.lg.jp/

https://maps.pref.tokushima.lg.jp/


Q1.あなたが避難する場所はどこですか？
そこには歩いて何分で避難できますか？
【避難場所（第１候補）】 

（徒歩　　　分）　

【避難場所（第２候補）】 

（徒歩　　　分）

分 以内に避難する



Q２.揺れがおさまってから、避難場所に 
到着するまでにどのような行動を取りますか？

（例）ブレーカーを
落とす



Q３.避難場所に持っていくべき
ものは何がありますか？

（例）メガネ・ 
コンタクトレンズ



Q４.ご家族の連絡先を記入して
ください

氏名 続柄 所属先 TEL/! 避難先 TEL/!


